
2　建設労務安全　2017.6

集特

はじめに

昨年、厚生労働省委託事業の一環で
「建設労働者雇用支援事業」として雇用
管理研修・コミュニケーションスキル等
向上コースが全国で開催されました。テ
ーマは、「若者が活き活きと働ける魅力
ある職場づくり」です。筆者も講師の一
人として全国を回りましたが、受講者の
方と触れ合うにつれ想像以上に若者が集
まりにくく離職率が高い業界であること
を実感しました。
その背景のひとつとして、ベテラン社

員といわれる層や管理職と若者との間に
目に見えない厚い壁があるように感じら
れました。その壁は、「価値観の違いか
らくるもの」と言えば簡単ですが、やは
り日常のコミュニケーションの壁ではな
いかと思います。
最近は、長時間労働や職場での上司と

部下との関係性等が原因で、入社数年で
退職をするケースをはじめ、最悪のケー
スでは若者が自殺するという事件さえ起
きています。
せっかく入社した会社なのに若者はな

ぜすぐに会社を辞める、あるいは職場の
誰に相談することなく自らの命を絶つと
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德山  誠
若者の確保・定着を図る上では、賃金や労働時間をはじめとする処遇

の改善、適切な人事考課、休日・休暇の充実など、さまざまな要素があ
るが、職場内における良好なコミュニケーションもまた重要となる。特
に建設業界においては、若者にとって身近で年の近い先輩が不在となる
ケースが多く、ベテランがその役割を担う必要がある。

そこで今回は職場においてコミュニケーションが果たす役割、若者と
コミュニケーションを図る上でのポイントについて、キャリアコンサル
タントである德山誠氏に解説していただいた。 （編集部）
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いうような行為に出るのでしょうか。
若者の確保・定着のためには労働条件
等処遇の改善、休日・休暇の確保などさ
まざまな要素がありますが、実は、職場
内における良好な人間関係、良好なコミ
ュニケーションもまた重要な要素となる
のです。
特に、建設業界においては、若者の建
設業離れ・慢性的な人材不足により職場
での年代ギャップが拡大しています。若
者にとっては相談しやすく身近で年代の
近い先輩がいないケースが多く、ベテラ
ン社員や管理職がその役割を担う必要が
あります。「今どきの若者が理解できな
い」と逃げてばかりはいられない現実が
あるのです。

今どき
4 4 4

の若者の特徴

「ゆとり世代」とか「さとり世代」な
どという表現に象徴される現代の若者。
ベテラン社員や上司にはなかなか理解し
がたいことが多いのではないでしょう
か。何かにつけ「今どきの若い奴は…」

と愚痴をこぼしたくなることも多いでし
ょうが、それだけでは何も解決しませ
ん。離職対策や職場活性化の視点から
も、改めて、日常の部下・後輩との接し
方について考えなければなりません。
「ゆとり世代」は、親からも先輩から
も教師からも叱られた経験の少ない世代
で、叱られることに慣れていないためス
トレス耐性が低く、積極性に欠け指示待
ち・受動的で、プライベートを重視する
傾向があるのが特徴だといわれていま
す。
一方、「さとり世代」は、過剰な物欲

はなく浪費は避けるといわれています。
さらに、結果重視で無駄な動きは好まず
とても合理的です。マニュアル（トリセ
ツ）重視で恋愛に関心が低いとされてい
る世代です。
筆者は、キャリアコンサルタントとし

て今日まで多くの「キャリア相談・カウ
ンセリング」を行ってきました。老若男
女、年齢は16歳～70歳代までさまざまな
キャリアを持った方々です。金融機関を
はじめ大学や大学院でのキャリア相談・

表１　20代～30代半ばの若者の特徴

① ゲームやインターネット社会で育ったせいかコミュニケーション能力が低下

② 人間関係を円滑にするために必要な社会的スキルが低下

③ 欲求を抑えられたり外圧を受けた体験が少なく欲求不満耐性が低下

④ 集団や社会に関わろうとする意欲が低下

⑤ 自分の知識と実際の生活体験が遊離

■ベテラン×若手 コミュニケーション実践講座■
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キャリア開発の授業を担当しています。
そこで出会う20代～30代半ばの若者た
ちの特徴は表１（p.３）の通りです。こ
の世代は「リセット世代」と揶揄される
こともあります。つまり、ゲームやイン
ターネットの世界では失敗しても負けて
も簡単に何度でもやり直し（リセット）
が可能です。自分の思いどおりにならな
い時も気軽にリセットして（人生を）や
り直そうと考える世代ともいえます。リ
セットが効く世界では、耐えること、我
慢することは覚えません。だから他人の
痛みが分からず、相手に対する敬意・思
いやりに欠ける行為が横行するなど、わ
がままに、自己中心的に振舞うようにな
るのです。
また、「言いたいことを言え」と言わ
れても意見は言いません。それは、周囲
が自分のことをどう評価しているのか、
どう思っているのかなどと、他人の目ば
かりを気にしているからです。自分に自
信がないけど恥をかくのはイヤ、といっ
た若者が実に多くなりました。
こうした今どきの若者の行動特性は、
自分自身に社会に関わるうえでの自信の
なさや精神的な弱さから、先輩や上司か
らのちょっとした指摘や発言に傷つきや
すく、しかも立ち直りが遅い（下手）と
指摘されます。そのうえ、傷ついたこと
を誰にぶつけるわけでもなく黙ったまま
去って（辞めて）いくというのですから
若者とベテラン社員や上司・先輩とのギ
ャップが埋まることのないデフレスパイ
ラルに陥るのです。

　翻
ひるがえ

ってベテラン社員であり管理職であ
る「あなた」の若い時代はどうでしたか。
職場の上司から「そんなこともできない
のか。荷物をまとめて田舎に帰れ！」な
んて今では考えられないような厳しい言
葉をかけられた思い出もあったのではな
いでしょうか。そんな時であっても、怒
りよりも自分自身の力のなさに愕

がく

然
ぜん

とし
情けなく悲しい思いが先行したもので
す。それが、「なにくそ！ 必ず見返して
やる！」などという奮起に繋がった、そ
んな時代でした。　
しかし、これを今どきの若者に求める

ことも強いることもできませんし、して
はいけない時代になりました。だからこ
そ、日常のコミュニケーションや関係性
構築が重要になってくるのです。
最近はこんな言葉が聞こえてくるよう

です。「面倒くさい世の中になったな」
と。そうなんです、コミュニケーション
を取る、それによって部下や後輩を育て
るということは、ひと手間もふた手間も
必要で面倒くさいことなのです。それを
自然体にできるようになれば間違いなく
職場の雰囲気は変わります。ここでは、
部下や後輩など「人を育てるコミュニケ
ーション」について考えてみたいと思い
ます。

ある若者の実例から
―コミュニケーションが重要な背景―

筆者の身近にいる若者（28歳、男性）
の事例です。彼は、就職氷河期といわれ
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る時期に就活をするのですが、もともと
は公務員志望でした。結果は不合格で、
仕方なく民間企業に応募するものの準備
不足も手伝いことごとく不採用となりま
した。最後の最後で都内にある小さな専
門商社に入社することができました。大
卒の同期入社は彼を含め５名でしたが、
毎年次々に退職し入社５年目には彼一人
となりました。
彼になぜ同期が退職するのか質問した
ことがあります。その答えは、「給料（基
本給）が安い」、「残業手当や休日出勤手
当がつかない」、「相談できる身近な先輩
がいない」、「仕事に達成感がない。楽し
くない」等々でした。手当等労働条件に
関しては、どこまで彼が理解しているの
か疑問に感じつつも、彼には失礼を承知
で「それってブラック企業に近くない？」
と思わず言ってしまったほどです。
彼に違う質問も投げかけました。「君
はなぜ同期が毎年辞めていくのに残って
いるの？」と。すると、彼からは意外な
答えが返ってきたのです。「営業所の所
長が自分に厳しく指導してくれる。昼ご
飯の焼き魚の食べ方に至るまで注意して
くれる」、「営業マナーやきめ細かな所作
の指導について叱ってくれ褒

ほ

めてくれ
る」、「職場のおじさんたち（ベテラン社
員）がよく声をかけてくれ、自分が役立
っている感じがする」、さらには「お客
さんが『あんたからなら買っていいよ』
と言ってくれる」などと、とても嬉しそ
うな表情で話してくれました。
彼は入社３年目で、地方の営業所に転

勤になるのですが、そこに異動するまで
はいつ退職しようかと考えていたという
のです。ところが、当初はあまり乗り気
でなかった地方の営業所勤務で、賃金や
労働条件を超えたモチベーションの源が
見つけられたわけです。
それが、上司やベテラン社員との生き

たコミュニケーションであり、お客さん
との信頼関係だったのです。彼は日々自
己肯定感を感じながら働いていたという
のです。
ちなみに、その彼は、こうした働き方

を通じて自分の特性・働く価値観を考え
直す機会を得たようで、当初目指してい
た公務員に再チャレンジする決意をし、
昨年の夏に会社を退職し独学で勉強し晴
れて公務員になることができました。き
っといい先輩になると思います。
誤解を恐れず言うなら、第三者から見

るとブラック企業のような働き方であっ
ても、当の本人にとってモチベーション
が上がり居心地が良い職場であれば、人
が育つことがあるのだなと実感させられ
た事例でした。改めてコミュニケーショ
ンの重みを知らされました。

日常ありがちな
「外的コントロール」

若手社員が自分の思うように行動して
くれないときや思いどおりの結果が出な
いときにどんな指導（コミュニケーショ
ン）をしていますか。また、若手社員が
ミスやトラブルを繰り返したときにどん

■ベテラン×若手 コミュニケーション実践講座■

kra201706.indd   5 2017/05/15   14:15



6　建設労務安全　2017.6

な指導（コミュニケーション）をしてい
ますか。
みなさんは、職場や現場での日常のコ
ミュニケーションが大切であることはよ
く理解しているはずです。若手社員の育
成に欠かせないものであることもよく理
解しています。しかし、頭では分かって
いても、いざ現実となると行動に結びつ
かないことも少なくありません。
我々人間にはある特徴があります。そ
れは、自分の期待どおりに人が動かない
ときや思いどおりに事が進まないとき、
あるいは、納期が迫り強いプレッシャー
が働いたとき、結果を求めるために無意
識に取る行動があります。
それは、相手を批判したり、文句を言
って責めたり、人格を傷つけるようなこ
とを言ったりすることです。これは本来
の指導ではなく、今回目指すべきコミュ
ニケーションとも違います。「自分」中
心の他責の態度であり無意識のうちに働
く心理状態で「外的コントロール」（心
理学）といいます。

これは日常の生活や職場でも十分起こ
りうることです。例えば、「上司や先輩、
取引先などから傷つく言葉（暴言）を浴
びせられた」、「質問しても無視されモチ
ベーションが下がりやる気をなくした」、
「どんなに頑張っても認めてくれない」
などという体験は、誰しも少なからずあ
るものです。「あの一言は聞き捨てなら
なかった。許せない！」、「完全に無視さ
れ腹が立った！」、「人前で罵倒され傷つ
き立ち直れなかった」等々の苦い思い出
です。
この機会に、みなさんの職場や周辺の

職場でこんなことは起きていないか見直
して欲しいのです。ベテラン社員や管理
職には気づかないさり気ない言葉や態度
が、実は若手社員の心を傷つけているこ
とが少なくないのです。
職場では、人と人とが良好な関係の

下、安全かつ効率的に仕事を進めなくて
はなりません。安全第一で生産性・品質
向上を目指し、納期厳守が原則です。そ
こで求められるのは、良好なコミュニケ

■外的コントロール

失敗した・成果を出せない若手社員に…

外的コントロール
（無意識に出てしまう他責の態度）

→若手社員のモチベーション低下
→早期離職のリスク増加

ついつい取ってしまいがちな
上司・先輩社員の対応

・責任を押し付ける
・人格批判をする
・暴言を吐く　など
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ーションです。「外的コントロール」に
基づく指導やコミュニケーションでは人
は動きません。仮に「ハイ」と返事が返
ってきても、そこには面

めん

従
じゅう

腹
ふく

背
はい

の若手
社員しかいません。

若手社員の動機づけ
―内発的動機付け―

若手社員に限らず部下がイキイキと働
くにはどういう条件が必要なのでしょう
か。動機には「外発的動機」と「内発的
動機」が存在します。
外発的動機付けとは、働く個人に対
し、外部や他人によって提供される報酬
（金銭的報酬に限らず昇進・表彰・上司
からの承認等）による動機付けをいいま
す。端的には、頑張った分給料が増えた、
ノルマを達成して表彰された、などとい
う例です。
内発的動機付けとは、その人の達成
感、成長感、有能感、自己肯定感（「自
己を肯定する感覚」、つまり「自分は大
切な存在だ」と感じる心の感覚）、自己
実現など外部から受ける報酬以外による

動機付けをいいます。仕事が終わったと
きにお客さんや上司から感謝されまた頑
張ろうと思った、などと高ぶる気持ちは
この例です。
どちらも大事な動機付けですが、外発

的動機は何かを得るための動機付けであ
り、ややもするとそれを得るための手抜
き（ルールや手順の簡略化・省略化）を
選択させることになりかねない弱点があ
ります。
それに対して、内発的動機は、自分で

選択し決めた喜び（自律性）や仕事を通
じて獲得する有能感（喜びや達成感）、
さらには仲間と一緒に取り組んでいると
いう関係性や帰属性（他者からの受容感）
など心の内面から湧き出るもので、これ
にはベテラン社員や上司であるみなさん
との接し方で、いかようにも変わるもの
です。
ノルマや上からのプレッシャーでは若

手社員のやる気を引き出すことはできま
せん。「～しなければならない」から「～
したい」という気持ちに切り替えること
が大切です。「自分で選んでいる」とい
う意識・自覚が自発的な原動力になるの

■ベテラン×若手 コミュニケーション実践講座■

モチベーション向上につながる反面、外
部からの報酬等を得ることが目的化して
しまい、仕事の本質を見失うことも。

心の内面から湧き出る喜び・感動、自律
性が、継続的なモチベーションの源泉
に。

■外発的動機と内発的動機

外発的動機

・給料、ボーナス
・昇進
・表彰・上司からの承認　など

・仕事の達成感
・上司や仲間との連帯感
・お客さんとの信頼関係　など

内発的動機
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です。
そのために、みなさんが心得ておくべ
きポイントがあります。すぐにでもでき
ることです。
①課題や目標が若手社員にとって、どう
いう意味を持つのかを話し合い、納
得・合意を得ること
②成果に対しては報酬を与えることはも
ちろんですが、有能感や自己肯定感を
高めるようなフィードバックや評価を
すること
③他者と比較しないこと。その人の成長
ぶりを認め、時には叱り、時には褒め
てやること
という３点です。
企業や組織の中に、内発的動機で仕事
をしている管理職・部下が多いところは
必然的にイキイキし活性化した職場が存
在するものです。みなさんの周囲を見回
してください。何人の人たちが内発的動
機によって働いていると感じています
か。

若手を育てるコミュニケーション
―あなた次第で職場が変わる!?―

職場のコミュニケーションは、職場
（現場）のリーダーの言動や態度が大き
く影響します。具体的には、職場のコミ
ュニケーションが活性化するか否かは上
司・先輩次第だと言っても過言ではあり
ません。とある職場のコミュニケーショ
ン事例（p.９）をもとに検討してみまし
ょう。

この２つのケースの違いは何でしょう
か。ケース①は、会話が一往復で終わっ
ていますが、ケース②では何往復もして
います。上司あるいは職場のまとめ役で
ある立場の人は、コミュニケーションを
活発にするためには、会話が２往復以上
になるように心がけなければならないと
いうことです。
さらに、ケース①は、Ｙ課長はパソコ

ンの画面を見たまま話しています。Ｓさ
んの表情や態度などには目もくれていま
せん。一方でケース②では、Ｙ課長がＳ
さんに気づき、先に挨拶していますがそ
の際、パソコンのキーボードをたたく作
業を中断し、Ｓさんの顔や日焼けしたこ
とに気づき声をかけています。この違い
は、部下にとっては大きな差です。ケー
ス①だと、部下からの課長評価は、部下
のことなど関心がなく自分中心の課長だ
といわれるでしょう。ケース②だと、日
頃から部下の表情や行動をフォローして
いて、さり気ない変化も気づいてくれ気
軽に声をかけてくれる課長だといわれる
でしょう。この違いこそが活気ある職場
とそうでない職場との差となって表れる
のです。
みなさん自身、あるいはみなさんの職

場ではどうですか。会議は除いて通常の
職場での会話が１往復で終わっていると
いうようなことはありませんか。部下や
同僚から何か聞かれます。すると「それ
はこうです」と答えます。これで終わる
と１往復だけの会話です。この１往復だ
けの会話を、みなさんからせめてもう１
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Ｙ課長：�（Ｙ課長がパソコンをたた
く手を止め、Ｓさんの顔を
見るなり）おはよう。どう
したその顔？　よく焼けて
いるな。

Ｓさん：�課長、実は、この土日に伊
豆に釣りに行ってきたんで
す。それで焼けてるんです。

Ｙ課長：�へえ～釣りかあ。しばらく
行ってないなあ。・・・と
ころで釣

ちょうか

果はどうだった？

Ｓさん：�（満足げな表情で）それが
入れ食い状態で・・・めっ
ちゃ楽しかったんです。

Ｙ課長：�それは凄いな。釣りの好き
な仲間で今度行きたいね。
その調子で今週も仕事頑
張ってくれよ。

Ｓさん：�分かりました。先週の宿題
もできていますので後で提
出します（笑顔で席に着く）。

Ｓさん：�Y課長、おはようございま
す。土日に釣りに行ってき
ました。アジがめちゃく
ちゃ釣れたんですよ（と得
意満面で話しかけました）。

Ｙ課長：�（パソコンの画面を見なが
ら）おいＳ君、そんなこと
より、先週頼んだ仕事でき
たのか？　早く報告してく
れよ（とＳさんの話には気
にも留めません）。

Ｓさん：�・・・（急に暗い表情にな
り席に着きます）。

■とある職場のコミュニケーション事例

職場の若手社員Ｓさん（男性、25歳）が土日を使って伊豆の民宿に泊まり
大好きな釣りをしてきました。釣

ちょうか

果も上々で、月曜日の出勤が楽しみです。み
んなに自慢したいのです。月曜日の朝、出勤した際のＳさんと、上司であるＹ
課長の会話です。

事例① 事例②

■ベテラン×若手 コミュニケーション実践講座■
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表２　コミュニケーションのポイント

【STEP1】
相手を受容するこ
とで話し手は自己
肯定を、聴き手は
自分の理解を確認
する

①相手の話をまず一通り最後まで耳を傾け聴く（傾聴する）
　・そのために自分の価値観を一旦脇に置く
　・相手の言っていることをすぐに評価しない

②うなずき、あいづちをうちながら話を聴く
　・「ふ～ん、それで」「なるほど、よかったな」「そうだよな」

③非言語表現にも留意する（メラビアンの法則）
　・�コミュニケーションは言語だけではなく、相手の目線、声の調子、
表情、態度からも読み取れる（「ハイ」と返事しても、表情が暗い、
不満そうであれば納得していない等）

④相手にできるだけ話をさせ、途中で話を取り上げない

⑤繰り返す（伝え返す）
　・相手が言ったことをオウム返しする。
　　「今日～があったんですよ」
　　　→「そうか、今日～ことがあったんだ」
　・相手の話のポイントなる言葉、気持ち、状況を投げ返す
　　�「今日、取引先への納品が終わり感謝されました。とっても嬉し
かったんです」

　　　→�「そうか。取引先から感謝され嬉しいんだな。いい表情してい
るよ」

【STEP 2】
共感・支持するこ
とで心の触れ合
い、繋がりが強化
される

①発言内容を認め、相手を支える（同調したい気持ちを伝える）
　・�話を聴いている途中で、例えば「それはそうだ」、「よくやった」な
どの感情が湧きあがってきたら、それを素直に表現し伝える（以心
伝心は今どきの若者には通用しない）

②父性的支持をする。
　・「俺もそう思う。よし、それやってみよう」

③母性的支持をする。
　・「よく耐えたね」、「辛かったね」

④根拠を持って支持をする。
　・「なるほどそのとおりだ」（理論・理屈）
　・「以前にもそんなことがあったが・・・」（過去の事例）
　・「実は、かつて私にもこんな経験がある」（自身の体験）

【STEP ３】
若手社員にやって
はいけない言動

①�話を最後まで聴かずに、すぐに励ます。すぐに指示をする。（ガンバ
レ、こうしろよ）

②すぐに相手を否定する。（まだそんなこと言っているのか）

③相手を軽くあしらう。（大した問題じゃない。おまえだけじゃない）

④愚痴をこぼす。（俺だって大変なんだ。実は、俺も・・・）

⑤責任回避をする。（今さら言われても。俺は関係ない）

⑥�後ろから鉄砲を撃つ。（上司にダメ出しされて「だから俺もダメだっ
て言っただろ」）

⑦�決断せず一緒に困ってしまう。（困ったな、弱ったなあ、どうしよう）
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■ベテラン×若手 コミュニケーション実践講座■

往復加えて欲しいのです。会話を促進す
るきっかけは上に立つ者の役割です。そ
の積み重ねこそが、日常の相互信頼関係
構築に寄与するのです。

職場でできる
若者を育てるコミュニケーション

日々の職場で大事なことは、若手社員
と正面から向き合って話をする、話を聞
くことです。その際、パソコンを見る、
書類を見るといった作業は一旦止めて、
せめて顔だけでも相手を見て話を聞いて
ください。具体的な流れは表２のとおり
です。
これは、その気になれば今すぐに実践
することができます。むろん、職場内だ
けでなく家庭内でも通じることです。

おわりに

みなさん、日頃から若手社員の動向・
言動に目配せしてください。関心を持っ
て観察してください。必ず、その人の変
化に気づきます。不安や不満に対しては
真摯に向き合い話を聴いてください。喜
びや感動には一緒に喜んでください。他
人と過去を変えることはできませんが、
みなさん自身が変わることで必ず周囲に
変化が起きます。それが、チャンスです。
若手社員が、コミュニケーションを取

ろうとやってきた時こそ最大のコミュニ
ケーションチャンスです。若手社員が否
定的な意見や否定的な態度を取ったとき
こそが最高のコミュニケーションチャン
スです。みなさんのきょうからの実践に
期待します。

　本特集を執筆した德山氏も講師を務め
る、雇用管理研修・コミュニケーション
スキル等向上コースが全国で開催中で
す。若手のやる気を引き出す良好なコ

全国47都道府県で開催！

雇用管理研修
コミュニケーションスキル等向上コース 

グループワークを指導する德山氏（28年度・東京会場）

受講料無料

ミュニケーションのポイントについて、
グループワークを中心としたカリキュラ
ムで、德山氏をはじめとした経験豊富な
講師陣が丁寧に指導します。
　参加費は無料。若手とのコミュニケー
ションに悩んでいる方はもちろん、これ
から若手を採用しようと考えているみな
さん、雇用管理研修・コミュニケーショ
ンスキル等向上コースをぜひご活用くだ
さい。

最新の開催情報・受講の申込みは次ページへ！
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